
函館市教育委員会

第２グループ小学校の再編について
（高盛小・千代ケ岱小・金堀小）



少子化による
児童数の減少

小 学 校 再 編 の 目 的

1

など

クラス替えが
できない

切磋琢磨する
教育活動が限られる

クラブ活動等の
種類が限定

される

学校の小規模化

函館市立小学校児童数の推移および推計（普通学級）

※各年度５月１日現在の学校基本調査により作成
※平成１７年度以降は市町村合併後の数値

望ましい
学校規模の確保
（１２～１８学級）

・クラス替えが可能
・多様な学習形態による教育が可能
・班活動やグループ分けの制約が解消
・男女比の偏りが解消など
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17,535人
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13,378人

H28年度
10,326人



第２グループ小学校再編の経過

•函館市立小・中学校の配置についての基本指針の策定
（教育委員会議決）

H21.3

•函館市立小・中学校再編計画の策定（教育委員会議決）H24.3

•第２グループ小学校（八幡小，万年橋小，千代田小，中
部小，北星小，中島小，金堀小，高盛小，千代ケ岱小，
柏野小，港小，亀田小）の再編について，函館市学校教
育審議会に諮問

H26.6

•函館市学校教育審議会から第２グループ小学校の再編に
ついて答申

H28.7
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再編後の学校数および統合校の位置
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学 校 数

金堀小，高盛小，千代ケ岱小の３校を１校にする

通学区域内の中心にあることが望ましいことを考え，各校の校地面積や
学校施設の状況などについても考慮に入れ，次のとおりとする。

統合校の位置は金堀小学校とする

統合校の位置



通学区域の変更

通学の負担軽減のため，次の区域を変更

４

区域 変更前 変更後

本町２９～３６番 千代ケ岱小学校 柏野小学校



統合校の学校規模および教員数の見込み
※通学区域変更実施後
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統合前（H28.5.1現在） 統合後（H31～H34推計）

金堀小 高盛小 千代ケ岱小 Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

１年 1 32 1 24 1 23 2 66 2 64 2 52 2 60

２年 2 39 1 20 1 18 2 64 2 65 2 64 2 52

３年 1 31 1 17 1 19 3 83 2 63 2 63 2 63

４年 1 36 1 37 1 25 2 77 3 82 2 62 2 63

５年 1 37 1 21 1 16 2 76 2 76 3 81 2 62

６年 1 37 2 42 1 18 2 66 2 75 2 75 2 80

計 7 212 7 161 6 119 13 432 13 425 13 397 12 380

教員数 １０人 １０人 ９人 １７人 １７人 １７人 １５人

※教員数は，道の教職員定数配置基準に基づく。

校長，教頭を含み，養護教論，栄養教論や加配などは含まない。



再編後の通学区域
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文

文

文

①宇賀浦町２番
金堀小まで1.7ｋｍ

１

高盛小

千代ヶ岱小

②本町３２番
柏野小まで1.0ｋｍ

２
３

③本町２９番
柏野小まで0.7ｋｍ

金堀・高盛・千代ケ岱小の統合校の校区

金堀・高盛・千代ケ岱小の統合校
（金堀小）



統合校開校までの流れ

（庁内協議）

７

統合校開校

統合の合意

統合方針決定

統合準備（約２年間）

説明会の開催

答 申

・教育課程の統一

・校名，校歌，校章等

の検討

・交流事業の実施


